
　公益財団法人山形県建設技術センターは、県及び市町村の建設行政の円滑な推進を支援するために、建設
技術者の技術力向上、公共工事における発注者支援業務及び流域下水道施設の維持管理業務等の事業を実
施しております。
　近年、本県において各地で豪雨災害などの大規模な自然災害が相次いでおります。最近では、令和６年７月
には庄内・最上地域を中心に甚大な被害が発生しました。当センターでは、災害が発生した際には、災害査定
や復旧工事に係る発注者支援に最優先で取り組んでいるところです。被災市町村から要請があった場合には、
災害復旧初期支援として専門技術者を派遣し、必要な技術的助言も行ってまいります。
　これまでに整備されたインフラの老朽化や技術者の減少等が進む中で、より効率的な建設事業の推進、公
共工事を担う建設産業の持続的な発展が求められております。当センターでは、建設技術に関して、相談対応
や基礎及び専門の知識の修得、建設DX推進のための研修を実施し、県及び市町村職員の技術力向上を図る
とともに、建設産業の担い手確保についても支援してまいります。
　県及び市町村が推進している新たなインフラ整備やインフラ老朽化対策の支援については、積算等業務を
計画的に進め、業務の効率化などの改善を行い、支援要請にできる限り応えてまいります。
　流域下水道施設の維持管理支援については、山形、村山、置賜、庄内の４処理区とも機械設備や電気設備
の老朽化が進んでいる中で、より適切な保守点検や修繕・更新に努めてまいります。また、集中豪雨などによ
る災害発生等緊急時に備え、技術力の向上、防災訓練の実施など、対応力を強化してまいります。
　今後とも、当センターの経営理念である「公正性」「中立性」「守秘性」に基づき、公益法人として、良質な
社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域の水質保全に寄与するため、さらなる技術力の向上
に努めるとともに、業務の効率化・平準化を進めながら、より質の高い業務執行、発注者支援に努めてまいり
ますので、なお一層のご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

公益財団法人 山形県建設技術センター
　　　　　理事長　竹　内　　 晃
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公益財団法人 山形県建設技術センター
昭和54年4月1日 財団法人山形県建設技術センター設立
平成23年4月1日 財団法人山形県下水道公社と統合
 （下水道公社設立：昭和62年4月1日）
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センター事務局 山形市緑町一丁目9番30号
下水道事業所 天童市大字大町字西原1915
庄内事務所 東田川郡三川町大字横山字袖東16番10号
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　建設技術センターは、建設技術の向上と建設事業の効率的な推進を支援するとともに、下水道事業に
係る維持管理の支援等を行うことにより、良質な社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域
の水質保全に寄与し、広く県民の福祉の増進を図ることを目的とする。
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齋藤　　聡

弁護士
業務部長

森谷　　健
東海林充志
吉田　　朗

山形県県議会事務局長
山形県信用保証協会常勤監事
東北芸術工科大学基盤教育研究センター長/教授

牧野　義幸
槙　　裕一
小山　雄司
髙嶋　智弘
武田　晃芳
岩田　尚能
山畑　信博
藤山　　豊
松野　和昭

山形県県土整備部次長
山形県県土整備部管理課長
山形県県土整備部下水道課長
山形県環境エネルギー部次長
山形市上下水道部長
山形大学理学部准教授
東北芸術工科大学デザイン工学部建築・環境デザイン学科教授
㈱山形銀行取締役常務執行役員
東日本建設業保証㈱山形支店長

竹内　　晃
髙橋　正美
富樫　健治
佐藤　泰宏
渡辺　　満
佐藤　　亨
石川　隆志
坂井　正則
本山　　功
東海林充志
梛野　哲郎

常勤役員
常勤役員
常勤役員（総務企画部長及び総務課長兼務）
常勤役員
常勤役員（下水道事業所長兼務）
山形県県土整備部技術統括監
米沢市建設部長
鶴岡市建設部長
山形大学学術研究院教授
山形県信用保証協会常勤監事
元税理士

理 事 長
専務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

常勤役員が兼務する職員は含まない

2025業務案内令和
７年度



　公益財団法人山形県建設技術センターは、県及び市町村の建設行政の円滑な推進を支援するために、建設
技術者の技術力向上、公共工事における発注者支援業務及び流域下水道施設の維持管理業務等の事業を実
施しております。
　近年、本県において各地で豪雨災害などの大規模な自然災害が相次いでおります。最近では、令和６年７月
には庄内・最上地域を中心に甚大な被害が発生しました。当センターでは、災害が発生した際には、災害査定
や復旧工事に係る発注者支援に最優先で取り組んでいるところです。被災市町村から要請があった場合には、
災害復旧初期支援として専門技術者を派遣し、必要な技術的助言も行ってまいります。
　これまでに整備されたインフラの老朽化や技術者の減少等が進む中で、より効率的な建設事業の推進、公
共工事を担う建設産業の持続的な発展が求められております。当センターでは、建設技術に関して、相談対応
や基礎及び専門の知識の修得、建設DX推進のための研修を実施し、県及び市町村職員の技術力向上を図る
とともに、建設産業の担い手確保についても支援してまいります。
　県及び市町村が推進している新たなインフラ整備やインフラ老朽化対策の支援については、積算等業務を
計画的に進め、業務の効率化などの改善を行い、支援要請にできる限り応えてまいります。
　流域下水道施設の維持管理支援については、山形、村山、置賜、庄内の４処理区とも機械設備や電気設備
の老朽化が進んでいる中で、より適切な保守点検や修繕・更新に努めてまいります。また、集中豪雨などによ
る災害発生等緊急時に備え、技術力の向上、防災訓練の実施など、対応力を強化してまいります。
　今後とも、当センターの経営理念である「公正性」「中立性」「守秘性」に基づき、公益法人として、良質な
社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域の水質保全に寄与するため、さらなる技術力の向上
に努めるとともに、業務の効率化・平準化を進めながら、より質の高い業務執行、発注者支援に努めてまいり
ますので、なお一層のご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

公益財団法人 山形県建設技術センター
　　　　　理事長　竹　内　　 晃

ご 挨 拶

概 　 要

設立の目的

公益財団法人 山形県建設技術センター
昭和54年4月1日 財団法人山形県建設技術センター設立
平成23年4月1日 財団法人山形県下水道公社と統合
 （下水道公社設立：昭和62年4月1日）
平成25年4月1日 公益財団法人へ移行
 72,940,000円
 山形県：41,470,000円　　市町村：31,470,000円 
センター事務局 山形市緑町一丁目9番30号
下水道事業所 天童市大字大町字西原1915
庄内事務所 東田川郡三川町大字横山字袖東16番10号

名　　称
沿　　革

出資金等

所 在 地

　建設技術センターは、建設技術の向上と建設事業の効率的な推進を支援するとともに、下水道事業に
係る維持管理の支援等を行うことにより、良質な社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域
の水質保全に寄与し、広く県民の福祉の増進を図ることを目的とする。

Ⅰ
Ⅱ

１　　級
２　　種
３　　種

14
19
11
2
６
４

人数

公共工事品質確保技術者

RCCM（試験合格）
建築施工管理技士

下水道技術検定

資　　格　　の　　名　　称

評 議 員 会

監 　 事

理 事 会

理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

理　　　 事
（常勤・非常勤）

下水道事業所
維持管理課

庶　務　課

総務企画部
企画研修課

総　務　課

総務企画部
業務部（本部）
業務部（庄内事務所）
下水道事業所
　 　　　計

情報職
1

1

契約職員等
４
８
1
2
15

計
13
37
８
11
69

化学職

1
1

電気職

2
2

機械職

４
４

建築職

２

２

土木職
5
27
7

39

１　　級
２　　級
技 術 士
技術士補
１　　級
２　　級
１　　級
２　　級

３
1
３
17
29
２
４
２

建築士

技術士

土木施工管理技士

土木施工管理技士補

資　 格　 の　 名　 称

業　務　部 庄内事務所

河川砂防課

道路計画課

業務改革推進課 業務の見直しを担当

県の都市計画・道路事業を担当

県の河川砂防事業を担当

県・市町村の建設事業を担当

県・市町村の建築事業を担当

市町村の建設事業を担当

市町村の道路インフラ老朽化対策を担当

地域支援課

社会資本メンテナンス課

建　築　課

組織図（令和７年４月１日現在）

役員・評議員名簿

職員数（令和７年４月１日現在）

技術資格の保有状況

事務職
３

2
５

人数

研修・普及啓発を担当

333
7

庄内
生花市場

庄内総合支庁

赤川

道の駅
庄内みかわ

東北中央
自動車道

最上川

287

大富
郵便局

東根

20

110

道の駅・河北
ぷらっとぴあ

下水道事業所庄内
事務所

山形
市役所

19

49

22
山形県立
山形東高

山形県立
山形工業高

文翔館

センター
事務局

庄内浄化センター
庄内事務所

センター
事務局

センター所在地

村山浄化センター

置賜浄化センター

下水道事業所
山形浄化センター

●庄内事務所●センター事務局 ●下水道事業所

公益財団法人 山形県建設技術センター
https://y-ctc.jp/

センター 事 務 局 〒990‒0041 山形市緑町一丁目9番30号 緑町会館２階
 総務課  tel.023‒631‒1141　fax.023‒626‒1422
 
　　　　　　　　　　　　　 

庄 内 事 務 所 〒997‒1301 東田川郡三川町大字横山字袖東16番10号
 tel.0235‒66‒4611　fax.0235‒68‒1122

村山浄化センター 〒995‒0111 村山市大字大久保字寄込3876
 tel.0237‒43‒6124　fax.0237‒43‒6120

置賜浄化センター 〒999‒2253 南陽市宮崎248‒2
 tel.0238‒40‒3101　fax.0238‒40‒3674

庄内浄化センター 〒999‒7762 東田川郡庄内町家根合字大下11
 tel.0234‒42‒3888　fax.0234‒42‒3882

一級建築士事務所　山形県知事登録（1408）　第1250号

下 水 道 事 業 所 〒994‒0079 天童市大字大町字西原1915
　山形浄化センター tel.023‒654‒8400　fax.023‒654‒8422

［E‒mail ： info@y-ctc.jp］

企画研修課  tel.631‒1142　業務改革推進課  tel.664‒1331　道路計画課  tel.664‒1331
河川砂防課  tel.664‒1332　地域支援課  tel.664‒1333
建築課  　　tel.664‒1335　社会資本メンテナンス課  tel.676‒6080

表紙について
上部写真：主要地方道山形山寺線　高瀬川橋（山形市）
中部写真：災害復旧初期支援（遊佐町）
下部写真：一級河川　馬見ヶ崎川（山形市）

■ 役　員

■ 評議員選定委員

■ 評議員
（令和７年５月13日現在）

伊藤　三之
齋藤　　聡

弁護士
業務部長

森谷　　健
東海林充志
吉田　　朗

山形県県議会事務局長
山形県信用保証協会常勤監事
東北芸術工科大学基盤教育研究センター長/教授

牧野　義幸
槙　　裕一
小山　雄司
髙嶋　智弘
武田　晃芳
岩田　尚能
山畑　信博
藤山　　豊
松野　和昭

山形県県土整備部次長
山形県県土整備部管理課長
山形県県土整備部下水道課長
山形県環境エネルギー部次長
山形市上下水道部長
山形大学理学部准教授
東北芸術工科大学デザイン工学部建築・環境デザイン学科教授
㈱山形銀行取締役常務執行役員
東日本建設業保証㈱山形支店長

竹内　　晃
髙橋　正美
富樫　健治
佐藤　泰宏
渡辺　　満
佐藤　　亨
石川　隆志
坂井　正則
本山　　功
東海林充志
梛野　哲郎

常勤役員
常勤役員
常勤役員（総務企画部長及び総務課長兼務）
常勤役員
常勤役員（下水道事業所長兼務）
山形県県土整備部技術統括監
米沢市建設部長
鶴岡市建設部長
山形大学学術研究院教授
山形県信用保証協会常勤監事
元税理士

理 事 長
専務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

常勤役員が兼務する職員は含まない

2025業務案内令和
７年度
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建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援
建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供

発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

⇒平成24年10月（制度の創設）
⇒平成25年  7月（山形県と「災害支援協定」を締結）
⇒平成25年  7月（山辺町 道路災）
⇒平成26年  7月（南陽市 橋梁・河川・道路災）
⇒平成28年  9月（大石田町 橋梁・道路災　舟形町 橋梁災）
⇒平成30年  8月（尾花沢市 橋梁災）
⇒平成30年  9月（庄内町 河川災）
⇒令和元年10月（白鷹町 道路災）
⇒令和元年11月（川西町 道路・河川災　高畠町 橋梁災）
⇒令和  2年  8月（河北町 道路災）
⇒令和  2年  9月（西川町 河川災　小国町 橋梁災）
⇒令和  4年  8月（飯豊町 道路・橋梁災）
⇒令和  6年  8月（遊佐町 道路災）

これまでの活動

災害復旧支援エンジニア制度県技術職ＯＢによる災害支援体制の構築

被災市町村等 山形県建設技術センター 山 形 県協定の締結

「災害復旧支援エンジニア」

として登録

被服貸与

情報提供要　請

派　遣

連
携
・
働
き
か
け

災害時に、登録した県技術職
OBが、市町村等の要請に応じ
被災調査や災害復旧事務をサ
ポートする。    （登録者数33名）

（事務局）
山形県建設技術センター

山形県災害復旧支援
エンジニア制度

■被災状況の把握

■災害復旧申請

災害復旧業務

技術職の人材不
足で作業に支障
を来たしている

県土木OＢ団体等
県農林OＢ団体等

ICT等基礎技術研修

県・市町村技術職員現場研修 

令和２年　小国町 令和４年　飯豊町 令和６年　遊佐町

令和７年度の開催計画

●県及び市町村職員の技術力向上・人材育成等を目的とした各種研修

専門 各分野の職務に密接な専門知識の習得を図る

工事検査臨場研修
山形県道路橋梁メンテナンス統合
データベースシステム（DBMY）操作研修
道路メンテナンス研修（橋梁）
橋梁技術研修

区分

体験型土木構造物実習工事の施工と品質の良否判断の体験習得、
人材育成育成

県・市町村技術職員現場研修 
建設マネジメント研修Ⅱ（応用編）

技術者の資質向上と技術の研鑽及び審査
能力の習得総合

目　的 研修名

基礎 業務遂行上の基礎的知識の習得を図る

土木設計演習
建設技術基礎研修（コンクリート・橋梁・防災等）
ICT等基礎技術研修
建設マネジメント研修Ⅰ（基礎編）

市町村の要請に応じた研修を行う 市町村建設技術出前研修出前
※県土整備部との共催研修も含みます

●技術相談・助言　　　県及び市町村からの技術相談や施設メンテナンスに関する相談に対応

●災害復旧初期支援　　　山形県災害復旧支援エンジニア制度により、専門技術者（県技術職OB）と
　　　　　　　　　　　　センター職員を被災地に派遣し、被災調査や復旧申請事務（復旧工法の助言
　　　　　　　　　　　　及び概算工事費の算出等）について技術面からサポートを実施

●災害関連ボランティア活動支援　　　災害関連ボランティア活動団体の活動経費等を支援

発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に実施できるように、計画から完成後までの各段階
において支援を行います

公共事業の流れ

積算・工事監理等発注者支援

事業計画 新規事業の進め方や手続きの相談

●検討委員会等への支援
●関係機関への各種申請書類作成
●概算事業費等の算出

各種事業計画
立案の支援

積　算 業務成果品の審査等の相談

積算の考えや事例の相談
●業務成果品の確認・審査等
●発注設計書作成

設 計 審 査
積 算 支 援

発注事務 総合評価に関しての相談

●総合評価落札方式の実施支援
●住民への説明資料作成

発注事務支援

会計検査
●会計検査対応に関する資料作成等

会計検査対応支援

工事施工
工事監理等に関する相談

●関係機関との協議・調整等
●工事監理
●変更設計書作成
●各種検査立会

監督補助等支援

調査・測量・設計 計画段階での技術的相談

各種点検や老朽化対策等の相談

●調査・測量・設計業務の委託設計書の作成
●設計に関する技術的助言

調査･測量･設計業 務 の
発 注に対しての支援

公共工事に関する積算･工事監理等支援

建設技術センターの支援

●県・市町村の土木・建築事業の積算・工事監理等を支援
令和７年４月１日現在

R６R２ 年度

支援業務実績（全体）

支援業務実績（災害復旧）

702,432
（436件）

R５R３

776,760
（562件）

781,530
（462件）

R４

760,528
（510件）714,669

（502件） 市町村
111,139千円（16％）
61件 

県他部局
34,867千円（５％）
17件 

県土整備部及び総合支庁建設部
556,426千円（79％）
358件

受
託
額（
千
円
）

（※市町村一括発注等受託額は除く）

山形県建設技術センターの事業体系

公共工事に関する積算・工事監理等支援
積算・工事監理等発注者支援収 益 事 業

建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供
発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援公益目的事業

流域下水道施設の維持管理支援公益目的事業
流域下水道施設の維持管理支援、下水道の普及啓発、下水道技術研修

●道路インフラ老朽化対策支援

メンテナンスサイクル

記　録

DBMY

措　置

点　検 診　断

●災害復旧支援

橋梁点検

R5　遊佐町　プロポーザル審査会

橋梁診断会議

データ登録管理 設計積算・工事監理

地域一括発注による点検診断
令和６年度　18市町村　639橋 

ＤＢＭＹ：山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム

令和６年度　登録橋梁数　1104橋
（ 県 531橋 、 15市町 573橋 ）

令和６年７月豪雨（大蔵村　柳淵地区）令和元年度台風19号災害（高畠町落合橋） 令和２年７月豪雨（朝日町大船木） 令和４年８月豪雨（飯豊町小白川）

県市町村の災害復旧事業の積算・工事監理支援

データ登録管理 補修工事の設計積算・工事監理

令和７年４月１日現在

（※設計・調査の再委託経費は除く）
年度H29

56,395

R１

52,516

R２

103,431

R６

136,026

R５

64,502

H30

66,541

市町村
19,349千円 

総合支庁建設部
116,677千円 

平成30年最上地域豪雨

令和元年山形県沖地震
令和元年台風19号 令和２年７月豪雨

R４

88,047

令和４年８月豪雨

令和６年７月豪雨

R３

31,814

流域下水道施設の維持管理支援

●県内４浄化センター下水道施設の運転維持管理
●県内中継ポンプ場、マンホールポンプ施設の運転
　維持管理
●水質の管理
●汚泥の処理
●消化ガスによる発電
●緊急時対応（豪雨等による異常水流入及び停電等）

流域下水道施設の維持管理支援

●浄化センター施設見学
●夏休み親子下水道教室
●下水道出前講座

下水道の普及啓発

●下水道担当職員研修
●県・市町村下水道担当職員現場研修

下水道技術研修

① 山形浄化センター

〔下水道事業所〕
② 村山浄化センター

③ 置賜浄化センター ④ 庄内浄化センター

山形処理区

村山処理区

置賜処理区

庄内処理区

山形市

酒田市

米沢市

鶴岡市

新庄市

寒河江市

上山市

村山市

長井市

天童市

東根市

尾花沢市

南陽市

山辺町

河北町
西川町

朝日町

大江町

大石田町

金山町

最上町

舟形町

真室川町

大蔵村

鮭川村

戸沢村

高畠町川西町

小国町

白鷹町

飯豊町

庄内町

旧藤島町

三川町

遊佐町

中山町

④

②

①

③

緊急防災訓練

浄化センター施設見学 夏休み親子下水道教室

県・市町村下水道担当職員現場研修 安全体感訓練（VR体験）

積算・工事監理等
発注者支援（収益事業）

技術相談・助言
（公益目的事業）
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建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援
建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供

発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

⇒平成24年10月（制度の創設）
⇒平成25年  7月（山形県と「災害支援協定」を締結）
⇒平成25年  7月（山辺町 道路災）
⇒平成26年  7月（南陽市 橋梁・河川・道路災）
⇒平成28年  9月（大石田町 橋梁・道路災　舟形町 橋梁災）
⇒平成30年  8月（尾花沢市 橋梁災）
⇒平成30年  9月（庄内町 河川災）
⇒令和元年10月（白鷹町 道路災）
⇒令和元年11月（川西町 道路・河川災　高畠町 橋梁災）
⇒令和  2年  8月（河北町 道路災）
⇒令和  2年  9月（西川町 河川災　小国町 橋梁災）
⇒令和  4年  8月（飯豊町 道路・橋梁災）
⇒令和  6年  8月（遊佐町 道路災）

これまでの活動

災害復旧支援エンジニア制度県技術職ＯＢによる災害支援体制の構築

被災市町村等 山形県建設技術センター 山 形 県協定の締結

「災害復旧支援エンジニア」

として登録

被服貸与

情報提供要　請

派　遣

連
携
・
働
き
か
け

災害時に、登録した県技術職
OBが、市町村等の要請に応じ
被災調査や災害復旧事務をサ
ポートする。    （登録者数33名）

（事務局）
山形県建設技術センター

山形県災害復旧支援
エンジニア制度

■被災状況の把握

■災害復旧申請

災害復旧業務

技術職の人材不
足で作業に支障
を来たしている

県土木OＢ団体等
県農林OＢ団体等

ICT等基礎技術研修

県・市町村技術職員現場研修 

令和２年　小国町 令和４年　飯豊町 令和６年　遊佐町

令和７年度の開催計画

●県及び市町村職員の技術力向上・人材育成等を目的とした各種研修

専門 各分野の職務に密接な専門知識の習得を図る

工事検査臨場研修
山形県道路橋梁メンテナンス統合
データベースシステム（DBMY）操作研修
道路メンテナンス研修（橋梁）
橋梁技術研修

区分

体験型土木構造物実習工事の施工と品質の良否判断の体験習得、
人材育成育成

県・市町村技術職員現場研修 
建設マネジメント研修Ⅱ（応用編）

技術者の資質向上と技術の研鑽及び審査
能力の習得総合

目　的 研修名

基礎 業務遂行上の基礎的知識の習得を図る

土木設計演習
建設技術基礎研修（コンクリート・橋梁・防災等）
ICT等基礎技術研修
建設マネジメント研修Ⅰ（基礎編）

市町村の要請に応じた研修を行う 市町村建設技術出前研修出前
※県土整備部との共催研修も含みます

●技術相談・助言　　　県及び市町村からの技術相談や施設メンテナンスに関する相談に対応

●災害復旧初期支援　　　山形県災害復旧支援エンジニア制度により、専門技術者（県技術職OB）と
　　　　　　　　　　　　センター職員を被災地に派遣し、被災調査や復旧申請事務（復旧工法の助言
　　　　　　　　　　　　及び概算工事費の算出等）について技術面からサポートを実施

●災害関連ボランティア活動支援　　　災害関連ボランティア活動団体の活動経費等を支援

発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に実施できるように、計画から完成後までの各段階
において支援を行います

公共事業の流れ

積算・工事監理等発注者支援

事業計画 新規事業の進め方や手続きの相談

●検討委員会等への支援
●関係機関への各種申請書類作成
●概算事業費等の算出

各種事業計画
立案の支援

積　算 業務成果品の審査等の相談

積算の考えや事例の相談
●業務成果品の確認・審査等
●発注設計書作成

設 計 審 査
積 算 支 援

発注事務 総合評価に関しての相談

●総合評価落札方式の実施支援
●住民への説明資料作成

発注事務支援

会計検査
●会計検査対応に関する資料作成等

会計検査対応支援

工事施工
工事監理等に関する相談

●関係機関との協議・調整等
●工事監理
●変更設計書作成
●各種検査立会

監督補助等支援

調査・測量・設計 計画段階での技術的相談

各種点検や老朽化対策等の相談

●調査・測量・設計業務の委託設計書の作成
●設計に関する技術的助言

調査･測量･設計業 務 の
発 注に対しての支援

公共工事に関する積算･工事監理等支援

建設技術センターの支援

●県・市町村の土木・建築事業の積算・工事監理等を支援
令和７年４月１日現在

R６R２ 年度

支援業務実績（全体）

支援業務実績（災害復旧）

702,432
（436件）

R５R３

776,760
（562件）

781,530
（462件）

R４

760,528
（510件）714,669

（502件） 市町村
111,139千円（16％）
61件 

県他部局
34,867千円（５％）
17件 

県土整備部及び総合支庁建設部
556,426千円（79％）
358件

受
託
額（
千
円
）

（※市町村一括発注等受託額は除く）

山形県建設技術センターの事業体系

公共工事に関する積算・工事監理等支援
積算・工事監理等発注者支援収 益 事 業

建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供
発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援公益目的事業

流域下水道施設の維持管理支援公益目的事業
流域下水道施設の維持管理支援、下水道の普及啓発、下水道技術研修

●道路インフラ老朽化対策支援

メンテナンスサイクル

記　録

DBMY

措　置

点　検 診　断

●災害復旧支援

橋梁点検

R5　遊佐町　プロポーザル審査会

橋梁診断会議

データ登録管理 設計積算・工事監理

地域一括発注による点検診断
令和６年度　18市町村　639橋 

ＤＢＭＹ：山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム

令和６年度　登録橋梁数　1104橋
（ 県 531橋 、 15市町 573橋 ）

令和６年７月豪雨（大蔵村　柳淵地区）令和元年度台風19号災害（高畠町落合橋） 令和２年７月豪雨（朝日町大船木） 令和４年８月豪雨（飯豊町小白川）

県市町村の災害復旧事業の積算・工事監理支援

データ登録管理 補修工事の設計積算・工事監理

令和７年４月１日現在

（※設計・調査の再委託経費は除く）
年度H29

56,395

R１

52,516

R２

103,431

R６

136,026

R５

64,502

H30

66,541

市町村
19,349千円 

総合支庁建設部
116,677千円 

平成30年最上地域豪雨

令和元年山形県沖地震
令和元年台風19号 令和２年７月豪雨

R４

88,047

令和４年８月豪雨

令和６年７月豪雨

R３

31,814

流域下水道施設の維持管理支援

●県内４浄化センター下水道施設の運転維持管理
●県内中継ポンプ場、マンホールポンプ施設の運転
　維持管理
●水質の管理
●汚泥の処理
●消化ガスによる発電
●緊急時対応（豪雨等による異常水流入及び停電等）

流域下水道施設の維持管理支援

●浄化センター施設見学
●夏休み親子下水道教室
●下水道出前講座

下水道の普及啓発

●下水道担当職員研修
●県・市町村下水道担当職員現場研修

下水道技術研修

① 山形浄化センター

〔下水道事業所〕
② 村山浄化センター

③ 置賜浄化センター ④ 庄内浄化センター

山形処理区

村山処理区

置賜処理区

庄内処理区

山形市

酒田市

米沢市

鶴岡市

新庄市

寒河江市

上山市

村山市

長井市

天童市

東根市

尾花沢市

南陽市

山辺町

河北町
西川町

朝日町

大江町

大石田町

金山町

最上町

舟形町

真室川町

大蔵村

鮭川村

戸沢村

高畠町川西町

小国町

白鷹町

飯豊町

庄内町

旧藤島町

三川町

遊佐町

中山町

④

②

①

③

緊急防災訓練

浄化センター施設見学 夏休み親子下水道教室

県・市町村下水道担当職員現場研修 安全体感訓練（VR体験）

積算・工事監理等
発注者支援（収益事業）

技術相談・助言
（公益目的事業）
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建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援
建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供

発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

⇒平成24年10月（制度の創設）
⇒平成25年  7月（山形県と「災害支援協定」を締結）
⇒平成25年  7月（山辺町 道路災）
⇒平成26年  7月（南陽市 橋梁・河川・道路災）
⇒平成28年  9月（大石田町 橋梁・道路災　舟形町 橋梁災）
⇒平成30年  8月（尾花沢市 橋梁災）
⇒平成30年  9月（庄内町 河川災）
⇒令和元年10月（白鷹町 道路災）
⇒令和元年11月（川西町 道路・河川災　高畠町 橋梁災）
⇒令和  2年  8月（河北町 道路災）
⇒令和  2年  9月（西川町 河川災　小国町 橋梁災）
⇒令和  4年  8月（飯豊町 道路・橋梁災）
⇒令和  6年  8月（遊佐町 道路災）

これまでの活動

災害復旧支援エンジニア制度県技術職ＯＢによる災害支援体制の構築

被災市町村等 山形県建設技術センター 山 形 県協定の締結

「災害復旧支援エンジニア」

として登録

被服貸与

情報提供要　請

派　遣

連
携
・
働
き
か
け

災害時に、登録した県技術職
OBが、市町村等の要請に応じ
被災調査や災害復旧事務をサ
ポートする。    （登録者数33名）

（事務局）
山形県建設技術センター

山形県災害復旧支援
エンジニア制度

■被災状況の把握

■災害復旧申請

災害復旧業務

技術職の人材不
足で作業に支障
を来たしている

県土木OＢ団体等
県農林OＢ団体等

ICT等基礎技術研修

県・市町村技術職員現場研修 

令和２年　小国町 令和４年　飯豊町 令和６年　遊佐町

令和７年度の開催計画

●県及び市町村職員の技術力向上・人材育成等を目的とした各種研修

専門 各分野の職務に密接な専門知識の習得を図る

工事検査臨場研修
山形県道路橋梁メンテナンス統合
データベースシステム（DBMY）操作研修
道路メンテナンス研修（橋梁）
橋梁技術研修

区分

体験型土木構造物実習工事の施工と品質の良否判断の体験習得、
人材育成育成

県・市町村技術職員現場研修 
建設マネジメント研修Ⅱ（応用編）

技術者の資質向上と技術の研鑽及び審査
能力の習得総合

目　的 研修名

基礎 業務遂行上の基礎的知識の習得を図る

土木設計演習
建設技術基礎研修（コンクリート・橋梁・防災等）
ICT等基礎技術研修
建設マネジメント研修Ⅰ（基礎編）

市町村の要請に応じた研修を行う 市町村建設技術出前研修出前
※県土整備部との共催研修も含みます

●技術相談・助言　　　県及び市町村からの技術相談や施設メンテナンスに関する相談に対応

●災害復旧初期支援　　　山形県災害復旧支援エンジニア制度により、専門技術者（県技術職OB）と
　　　　　　　　　　　　センター職員を被災地に派遣し、被災調査や復旧申請事務（復旧工法の助言
　　　　　　　　　　　　及び概算工事費の算出等）について技術面からサポートを実施

●災害関連ボランティア活動支援　　　災害関連ボランティア活動団体の活動経費等を支援

発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に実施できるように、計画から完成後までの各段階
において支援を行います

公共事業の流れ

積算・工事監理等発注者支援

事業計画 新規事業の進め方や手続きの相談

●検討委員会等への支援
●関係機関への各種申請書類作成
●概算事業費等の算出

各種事業計画
立案の支援

積　算 業務成果品の審査等の相談

積算の考えや事例の相談
●業務成果品の確認・審査等
●発注設計書作成

設 計 審 査
積 算 支 援

発注事務 総合評価に関しての相談

●総合評価落札方式の実施支援
●住民への説明資料作成

発注事務支援

会計検査
●会計検査対応に関する資料作成等

会計検査対応支援

工事施工
工事監理等に関する相談

●関係機関との協議・調整等
●工事監理
●変更設計書作成
●各種検査立会

監督補助等支援

調査・測量・設計 計画段階での技術的相談

各種点検や老朽化対策等の相談

●調査・測量・設計業務の委託設計書の作成
●設計に関する技術的助言

調査･測量･設計業 務 の
発 注に対しての支援

公共工事に関する積算･工事監理等支援

建設技術センターの支援

●県・市町村の土木・建築事業の積算・工事監理等を支援
令和７年４月１日現在

R６R２ 年度

支援業務実績（全体）

支援業務実績（災害復旧）

702,432
（436件）

R５R３

776,760
（562件）

781,530
（462件）

R４

760,528
（510件）714,669

（502件） 市町村
111,139千円（16％）
61件 

県他部局
34,867千円（５％）
17件 

県土整備部及び総合支庁建設部
556,426千円（79％）
358件

受
託
額（
千
円
）

（※市町村一括発注等受託額は除く）

山形県建設技術センターの事業体系

公共工事に関する積算・工事監理等支援
積算・工事監理等発注者支援収 益 事 業

建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供
発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援公益目的事業

流域下水道施設の維持管理支援公益目的事業
流域下水道施設の維持管理支援、下水道の普及啓発、下水道技術研修

●道路インフラ老朽化対策支援

メンテナンスサイクル

記　録

DBMY

措　置

点　検 診　断

●災害復旧支援

橋梁点検

R5　遊佐町　プロポーザル審査会

橋梁診断会議

データ登録管理 設計積算・工事監理

地域一括発注による点検診断
令和６年度　18市町村　639橋 

ＤＢＭＹ：山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム

令和６年度　登録橋梁数　1104橋
（ 県 531橋 、 15市町 573橋 ）

令和６年７月豪雨（大蔵村　柳淵地区）令和元年度台風19号災害（高畠町落合橋） 令和２年７月豪雨（朝日町大船木） 令和４年８月豪雨（飯豊町小白川）

県市町村の災害復旧事業の積算・工事監理支援

データ登録管理 補修工事の設計積算・工事監理

令和７年４月１日現在

（※設計・調査の再委託経費は除く）
年度H29

56,395

R１

52,516

R２

103,431

R６

136,026

R５

64,502

H30

66,541

市町村
19,349千円 

総合支庁建設部
116,677千円 

平成30年最上地域豪雨

令和元年山形県沖地震
令和元年台風19号 令和２年７月豪雨

R４

88,047

令和４年８月豪雨

令和６年７月豪雨

R３

31,814

流域下水道施設の維持管理支援

●県内４浄化センター下水道施設の運転維持管理
●県内中継ポンプ場、マンホールポンプ施設の運転
　維持管理
●水質の管理
●汚泥の処理
●消化ガスによる発電
●緊急時対応（豪雨等による異常水流入及び停電等）

流域下水道施設の維持管理支援

●浄化センター施設見学
●夏休み親子下水道教室
●下水道出前講座

下水道の普及啓発

●下水道担当職員研修
●県・市町村下水道担当職員現場研修

下水道技術研修

① 山形浄化センター

〔下水道事業所〕
② 村山浄化センター

③ 置賜浄化センター ④ 庄内浄化センター

山形処理区

村山処理区

置賜処理区

庄内処理区

山形市

酒田市

米沢市

鶴岡市

新庄市

寒河江市

上山市

村山市

長井市

天童市

東根市

尾花沢市

南陽市

山辺町

河北町
西川町

朝日町

大江町

大石田町

金山町

最上町

舟形町

真室川町

大蔵村

鮭川村

戸沢村

高畠町川西町

小国町

白鷹町

飯豊町

庄内町

旧藤島町

三川町

遊佐町

中山町

④

②

①

③

緊急防災訓練

浄化センター施設見学 夏休み親子下水道教室

県・市町村下水道担当職員現場研修 安全体感訓練（VR体験）

積算・工事監理等
発注者支援（収益事業）

技術相談・助言
（公益目的事業）
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建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援
建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供

発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

⇒平成24年10月（制度の創設）
⇒平成25年  7月（山形県と「災害支援協定」を締結）
⇒平成25年  7月（山辺町 道路災）
⇒平成26年  7月（南陽市 橋梁・河川・道路災）
⇒平成28年  9月（大石田町 橋梁・道路災　舟形町 橋梁災）
⇒平成30年  8月（尾花沢市 橋梁災）
⇒平成30年  9月（庄内町 河川災）
⇒令和元年10月（白鷹町 道路災）
⇒令和元年11月（川西町 道路・河川災　高畠町 橋梁災）
⇒令和  2年  8月（河北町 道路災）
⇒令和  2年  9月（西川町 河川災　小国町 橋梁災）
⇒令和  4年  8月（飯豊町 道路・橋梁災）
⇒令和  6年  8月（遊佐町 道路災）

これまでの活動

災害復旧支援エンジニア制度県技術職ＯＢによる災害支援体制の構築

被災市町村等 山形県建設技術センター 山 形 県協定の締結

「災害復旧支援エンジニア」

として登録

被服貸与

情報提供要　請

派　遣

連
携
・
働
き
か
け

災害時に、登録した県技術職
OBが、市町村等の要請に応じ
被災調査や災害復旧事務をサ
ポートする。    （登録者数33名）

（事務局）
山形県建設技術センター

山形県災害復旧支援
エンジニア制度

■被災状況の把握

■災害復旧申請

災害復旧業務

技術職の人材不
足で作業に支障
を来たしている

県土木OＢ団体等
県農林OＢ団体等

ICT等基礎技術研修

県・市町村技術職員現場研修 

令和２年　小国町 令和４年　飯豊町 令和６年　遊佐町

令和７年度の開催計画

●県及び市町村職員の技術力向上・人材育成等を目的とした各種研修

専門 各分野の職務に密接な専門知識の習得を図る

工事検査臨場研修
山形県道路橋梁メンテナンス統合
データベースシステム（DBMY）操作研修
道路メンテナンス研修（橋梁）
橋梁技術研修

区分

体験型土木構造物実習工事の施工と品質の良否判断の体験習得、
人材育成育成

県・市町村技術職員現場研修 
建設マネジメント研修Ⅱ（応用編）

技術者の資質向上と技術の研鑽及び審査
能力の習得総合

目　的 研修名

基礎 業務遂行上の基礎的知識の習得を図る

土木設計演習
建設技術基礎研修（コンクリート・橋梁・防災等）
ICT等基礎技術研修
建設マネジメント研修Ⅰ（基礎編）

市町村の要請に応じた研修を行う 市町村建設技術出前研修出前
※県土整備部との共催研修も含みます

●技術相談・助言　　　県及び市町村からの技術相談や施設メンテナンスに関する相談に対応

●災害復旧初期支援　　　山形県災害復旧支援エンジニア制度により、専門技術者（県技術職OB）と
　　　　　　　　　　　　センター職員を被災地に派遣し、被災調査や復旧申請事務（復旧工法の助言
　　　　　　　　　　　　及び概算工事費の算出等）について技術面からサポートを実施

●災害関連ボランティア活動支援　　　災害関連ボランティア活動団体の活動経費等を支援

発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に実施できるように、計画から完成後までの各段階
において支援を行います

公共事業の流れ

積算・工事監理等発注者支援

事業計画 新規事業の進め方や手続きの相談

●検討委員会等への支援
●関係機関への各種申請書類作成
●概算事業費等の算出

各種事業計画
立案の支援

積　算 業務成果品の審査等の相談

積算の考えや事例の相談
●業務成果品の確認・審査等
●発注設計書作成

設 計 審 査
積 算 支 援

発注事務 総合評価に関しての相談

●総合評価落札方式の実施支援
●住民への説明資料作成

発注事務支援

会計検査
●会計検査対応に関する資料作成等

会計検査対応支援

工事施工
工事監理等に関する相談

●関係機関との協議・調整等
●工事監理
●変更設計書作成
●各種検査立会

監督補助等支援

調査・測量・設計 計画段階での技術的相談

各種点検や老朽化対策等の相談

●調査・測量・設計業務の委託設計書の作成
●設計に関する技術的助言

調査･測量･設計業 務 の
発 注に対しての支援

公共工事に関する積算･工事監理等支援

建設技術センターの支援

●県・市町村の土木・建築事業の積算・工事監理等を支援
令和７年４月１日現在

R６R２ 年度

支援業務実績（全体）

支援業務実績（災害復旧）

702,432
（436件）

R５R３

776,760
（562件）

781,530
（462件）

R４

760,528
（510件）714,669

（502件） 市町村
111,139千円（16％）
61件 

県他部局
34,867千円（５％）
17件 

県土整備部及び総合支庁建設部
556,426千円（79％）
358件

受
託
額（
千
円
）

（※市町村一括発注等受託額は除く）

山形県建設技術センターの事業体系

公共工事に関する積算・工事監理等支援
積算・工事監理等発注者支援収 益 事 業

建設技術者の技術力向上及び普及啓発・情報提供
発注者・ボランティア団体等への技術・活動支援

建設技術者の技術力向上及び発注者等への技術支援公益目的事業

流域下水道施設の維持管理支援公益目的事業
流域下水道施設の維持管理支援、下水道の普及啓発、下水道技術研修

●道路インフラ老朽化対策支援

メンテナンスサイクル

記　録

DBMY

措　置

点　検 診　断

●災害復旧支援

橋梁点検

R5　遊佐町　プロポーザル審査会

橋梁診断会議

データ登録管理 設計積算・工事監理

地域一括発注による点検診断
令和６年度　18市町村　639橋 

ＤＢＭＹ：山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム

令和６年度　登録橋梁数　1104橋
（ 県 531橋 、 15市町 573橋 ）

令和６年７月豪雨（大蔵村　柳淵地区）令和元年度台風19号災害（高畠町落合橋） 令和２年７月豪雨（朝日町大船木） 令和４年８月豪雨（飯豊町小白川）

県市町村の災害復旧事業の積算・工事監理支援

データ登録管理 補修工事の設計積算・工事監理

令和７年４月１日現在

（※設計・調査の再委託経費は除く）
年度H29

56,395

R１

52,516

R２

103,431

R６

136,026

R５

64,502

H30

66,541

市町村
19,349千円 

総合支庁建設部
116,677千円 

平成30年最上地域豪雨

令和元年山形県沖地震
令和元年台風19号 令和２年７月豪雨

R４

88,047

令和４年８月豪雨

令和６年７月豪雨

R３

31,814

流域下水道施設の維持管理支援

●県内４浄化センター下水道施設の運転維持管理
●県内中継ポンプ場、マンホールポンプ施設の運転
　維持管理
●水質の管理
●汚泥の処理
●消化ガスによる発電
●緊急時対応（豪雨等による異常水流入及び停電等）

流域下水道施設の維持管理支援

●浄化センター施設見学
●夏休み親子下水道教室
●下水道出前講座

下水道の普及啓発

●下水道担当職員研修
●県・市町村下水道担当職員現場研修

下水道技術研修

① 山形浄化センター

〔下水道事業所〕
② 村山浄化センター

③ 置賜浄化センター ④ 庄内浄化センター

山形処理区

村山処理区

置賜処理区

庄内処理区

山形市

酒田市

米沢市

鶴岡市

新庄市

寒河江市

上山市

村山市

長井市

天童市

東根市

尾花沢市

南陽市

山辺町

河北町
西川町

朝日町

大江町

大石田町

金山町

最上町

舟形町

真室川町

大蔵村

鮭川村

戸沢村

高畠町川西町

小国町

白鷹町

飯豊町

庄内町

旧藤島町

三川町

遊佐町

中山町

④

②

①

③

緊急防災訓練

浄化センター施設見学 夏休み親子下水道教室

県・市町村下水道担当職員現場研修 安全体感訓練（VR体験）

積算・工事監理等
発注者支援（収益事業）

技術相談・助言
（公益目的事業）



　公益財団法人山形県建設技術センターは、県及び市町村の建設行政の円滑な推進を支援するために、建設
技術者の技術力向上、公共工事における発注者支援業務及び流域下水道施設の維持管理業務等の事業を実
施しております。
　近年、本県において各地で豪雨災害などの大規模な自然災害が相次いでおります。最近では、令和６年７月
には庄内・最上地域を中心に甚大な被害が発生しました。当センターでは、災害が発生した際には、災害査定
や復旧工事に係る発注者支援に最優先で取り組んでいるところです。被災市町村から要請があった場合には、
災害復旧初期支援として専門技術者を派遣し、必要な技術的助言も行ってまいります。
　これまでに整備されたインフラの老朽化や技術者の減少等が進む中で、より効率的な建設事業の推進、公
共工事を担う建設産業の持続的な発展が求められております。当センターでは、建設技術に関して、相談対応
や基礎及び専門の知識の修得、建設DX推進のための研修を実施し、県及び市町村職員の技術力向上を図る
とともに、建設産業の担い手確保についても支援してまいります。
　県及び市町村が推進している新たなインフラ整備やインフラ老朽化対策の支援については、積算等業務を
計画的に進め、業務の効率化などの改善を行い、支援要請にできる限り応えてまいります。
　流域下水道施設の維持管理支援については、山形、村山、置賜、庄内の４処理区とも機械設備や電気設備
の老朽化が進んでいる中で、より適切な保守点検や修繕・更新に努めてまいります。また、集中豪雨などによ
る災害発生等緊急時に備え、技術力の向上、防災訓練の実施など、対応力を強化してまいります。
　今後とも、当センターの経営理念である「公正性」「中立性」「守秘性」に基づき、公益法人として、良質な
社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域の水質保全に寄与するため、さらなる技術力の向上
に努めるとともに、業務の効率化・平準化を進めながら、より質の高い業務執行、発注者支援に努めてまいり
ますので、なお一層のご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

公益財団法人 山形県建設技術センター
　　　　　理事長　竹　内　　 晃

ご 挨 拶

概 　 要

設立の目的

公益財団法人 山形県建設技術センター
昭和54年4月1日 財団法人山形県建設技術センター設立
平成23年4月1日 財団法人山形県下水道公社と統合
 （下水道公社設立：昭和62年4月1日）
平成25年4月1日 公益財団法人へ移行
 72,940,000円
 山形県：41,470,000円　　市町村：31,470,000円 
センター事務局 山形市緑町一丁目9番30号
下水道事業所 天童市大字大町字西原1915
庄内事務所 東田川郡三川町大字横山字袖東16番10号

名　　称
沿　　革

出資金等

所 在 地

　建設技術センターは、建設技術の向上と建設事業の効率的な推進を支援するとともに、下水道事業に
係る維持管理の支援等を行うことにより、良質な社会資本の整備並びに生活環境の向上及び公共用水域
の水質保全に寄与し、広く県民の福祉の増進を図ることを目的とする。
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下水道技術検定
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建築士

技術士

土木施工管理技士

土木施工管理技士補

資　 格　 の　 名　 称

業　務　部 庄内事務所

河川砂防課

道路計画課

業務改革推進課 業務の見直しを担当

県の都市計画・道路事業を担当

県の河川砂防事業を担当

県・市町村の建設事業を担当

県・市町村の建築事業を担当

市町村の建設事業を担当

市町村の道路インフラ老朽化対策を担当

地域支援課

社会資本メンテナンス課

建　築　課

組織図（令和７年４月１日現在）

役員・評議員名簿

職員数（令和７年４月１日現在）

技術資格の保有状況

事務職
３

2
５

人数

研修・普及啓発を担当

333
7

庄内
生花市場

庄内総合支庁

赤川

道の駅
庄内みかわ

東北中央
自動車道

最上川

287

大富
郵便局

東根

20

110

道の駅・河北
ぷらっとぴあ

下水道事業所庄内
事務所

山形
市役所

19

49

22
山形県立
山形東高

山形県立
山形工業高

文翔館

センター
事務局

庄内浄化センター
庄内事務所

センター
事務局

センター所在地

村山浄化センター

置賜浄化センター

下水道事業所
山形浄化センター

●庄内事務所●センター事務局 ●下水道事業所

公益財団法人 山形県建設技術センター
https://y-ctc.jp/

センター 事 務 局 〒990‒0041 山形市緑町一丁目9番30号 緑町会館２階
 総務課  tel.023‒631‒1141　fax.023‒626‒1422
 
　　　　　　　　　　　　　 

庄 内 事 務 所 〒997‒1301 東田川郡三川町大字横山字袖東16番10号
 tel.0235‒66‒4611　fax.0235‒68‒1122

村山浄化センター 〒995‒0111 村山市大字大久保字寄込3876
 tel.0237‒43‒6124　fax.0237‒43‒6120

置賜浄化センター 〒999‒2253 南陽市宮崎248‒2
 tel.0238‒40‒3101　fax.0238‒40‒3674

庄内浄化センター 〒999‒7762 東田川郡庄内町家根合字大下11
 tel.0234‒42‒3888　fax.0234‒42‒3882

一級建築士事務所　山形県知事登録（1408）　第1250号

下 水 道 事 業 所 〒994‒0079 天童市大字大町字西原1915
　山形浄化センター tel.023‒654‒8400　fax.023‒654‒8422

［E‒mail ： info@y-ctc.jp］

企画研修課  tel.631‒1142　業務改革推進課  tel.664‒1331　道路計画課  tel.664‒1331
河川砂防課  tel.664‒1332　地域支援課  tel.664‒1333
建築課  　　tel.664‒1335　社会資本メンテナンス課  tel.676‒6080

表紙について
上部写真：主要地方道山形山寺線　高瀬川橋（山形市）
中部写真：災害復旧初期支援（遊佐町）
下部写真：一級河川　馬見ヶ崎川（山形市）

■ 役　員

■ 評議員選定委員

■ 評議員
（令和７年５月13日現在）

伊藤　三之
齋藤　　聡

弁護士
業務部長

森谷　　健
東海林充志
吉田　　朗

山形県県議会事務局長
山形県信用保証協会常勤監事
東北芸術工科大学基盤教育研究センター長/教授

牧野　義幸
槙　　裕一
小山　雄司
髙嶋　智弘
武田　晃芳
岩田　尚能
山畑　信博
藤山　　豊
松野　和昭

山形県県土整備部次長
山形県県土整備部管理課長
山形県県土整備部下水道課長
山形県環境エネルギー部次長
山形市上下水道部長
山形大学理学部准教授
東北芸術工科大学デザイン工学部建築・環境デザイン学科教授
㈱山形銀行取締役常務執行役員
東日本建設業保証㈱山形支店長

竹内　　晃
髙橋　正美
富樫　健治
佐藤　泰宏
渡辺　　満
佐藤　　亨
石川　隆志
坂井　正則
本山　　功
東海林充志
梛野　哲郎

常勤役員
常勤役員
常勤役員（総務企画部長及び総務課長兼務）
常勤役員
常勤役員（下水道事業所長兼務）
山形県県土整備部技術統括監
米沢市建設部長
鶴岡市建設部長
山形大学学術研究院教授
山形県信用保証協会常勤監事
元税理士

理 事 長
専務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

常勤役員が兼務する職員は含まない

2025業務案内令和
７年度


